
平成１９年 夏季一時金
要求・妥結状況調査（最終集計）

福岡県労働政策課では 県内に事業所をおき労働組合のある企業２８６社 従、 （
業員数３００人以上の大手１４６社、３００人未満の中小１４０社）を対象と
して、毎年、夏季一時金の要求・妥結状況調査を実施している。
調査対象企業のうち、回答のあった２１０社について集計を行った結果は次

のとおりである （集計は、平成１９年１２月１７日現在）。

参考：平成１８年同時期回答企業数

２１４社

１ 平均要求額

（１）平均要求額は、６３７，１３３円となっている。

（２）要求額が高いのは、情報通信業で１，０９６，２６６円、
逆に低いのは、ゴム・皮革業で３６４，８０６円となっている。

（３）規模別では、大手１０７社の平均要求額は６５９，２８４円となって
いる。一方、中小１０３社の平均要求額は６１５，２０６円となってい
る。

２ 平均妥結額

（１）平均妥結額は、５４１，１４４円、２．１２ヵ月分となっている。
前年（平均妥結額５３５，４３７円）と比べると、５，７０７円上回
っており、増加率１．０７％となっている。

（２）妥結額が高いのは、情報通信業で１，０１８，１５８円、
逆に低いのは、ゴム・皮革業で２８４，５２２円となっている。

（３）対前年増加率が高いのは、木材・家具業で９．９６％、
逆に低いのは、情報通信業で△１５．３０％となっている。

（４）規模別にみると、大手１０７社の平均妥結額は５９７，９７８円
（２．２２ヵ月分）で、前年（平均妥結額５８２，４１０円）を
１５，５６８円上回っている。対前年増加率２．６７％である。
また、中小１０３社の平均妥結額は４８２，１０２円（２．０１ヵ月

分）で、前年（平均妥結額４８３，６６０円）を１，５５８円下回って
いる。対前年増加率△０．３２％である。
平均妥結額を比較すると、大手が中小を上回っており、その差は

１１５，８７６円となっている。

（５）地区別にみると、妥結額は高い方から北九州、筑後、福岡、筑豊の順
となっている。


